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て， “ 自分のこととして ” イメージしながら考えをめ
ぐらせ取り組んでいたのと，取り組んでいなかったの
とでは，実際の場面では雲泥の差が生じると感じまし
た。さらに，このような “ 場 ” を設定してもらわなけ
れば，自分より上のキャリアステージでの危機管理等
の視点（例：委員会に助けをもらうという視点），よ
り具体的な対応を知る機会はなかなかありません。ど
のような判断をして，どのような対応をしなければな
らないかを考える，このような機会を設定してもらう
ことは大変重要であると思いました。
受講者Ｈ
周りの₉期生の話を聞いていて，自分が学校を支え
ていくという気持ちを持って，真剣に演習に取り組ん
でいることに刺激を受けました。与えられた時間の中
で考え，話し合い，活発に意見が出るだけでなく，互
いの話をよく聞いていたように思います。実際の場面
ではもっと時間が短く，緊迫した状況の中である，と
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いうことをそれぞれが理解して集中して臨めたように
思いました。事例の中での教育長や教頭先生のような
的確な指示をしてくださる方が不在の場面もあるだろ
うと思います。そのようなときは，学校の中で役職が
なかったとしても，非常時には自分の考えを持ち，協
力して対応していけることが大事である，と改めて感
じました。
受講者Ｉ
授業では，グループワークや発表を通じて，自分に
はなかった視点や見落としがちなポイントに気付くこ
とができました。また，主幹教諭が判断・指示しなけ
ればならないと思い込んでいましたが，教育委員会に
助けを求めるという手段を知り，目からうろこが落ち
る思いでした。そして，どのような最善策も，現場の
連携や協力体制があってはじめて機能するのであり，
組織力が大切なのだということを改めて感じました。
日頃から，風通しよく信頼し合える関係づくりに寄与
できるよう，行動していきたいと思います。
（₂）授業を終えての考察
受講者の感想からは，刻一刻と動いていく事態の推
移にどのように対応していくか，シミュレーションし
ていく中で正に自身がその問題に直面しているかのよ
うな緊迫感を持ってその課題に取り組んでいた様子が
伺える。また，管理職不在の際の緊急事態発生にミド
ルリーダーとしてどう向き合うのかを考える中で，自
身のこれまでの学校組織の中での有り様を見詰め直そ
うとする姿勢も見られる。そして，どこにでも起こり
得る事態だという認識の下，危機感を持って今後の自
身の取組を考えていこうとする思いも見受けらる。こ
のように，受講者の感想からは，本教材開発のポイン
トとして挙げた三点がしっかりと押さえられているこ
とが確認できる。併せて，この授業を通してそれぞれ
が深い気付きをこの学びから得ていたことが分かる。
実際に主幹教諭の立場にあり，日々の取組を振り返っ
て比較し，新たな視点に気付くことができた者，まだ
まだ責任ある立場での想定はできずとも，職場の中の
現在の立ち位置の中で最善を尽くせるような成長を遂
げたいと思いを新たにする者等，授業を通してシミュ
レートした内容を基に，それぞれに現任校における自
分の置かれた立場でどのような成長を目指すべきか真
剣に考えていた。
学びがそれぞれの資質向上につながっているかど
うかは，短兵急に答えを出せるものではないが，学校
経営の視点で学校課題への対応を考えていこうとする
姿勢，意識の高まりは強く感じ取ることができた。そ
れは，この後に院生らが参加した，国立行政法人教員
研修センタ 「ー学校組織マネジメント指導者養成研修」
における，院生一人一人の学修への取組成果にも大き
く現れていた。
学校危機に際しての対応の在り方をシミュレー
ションを通して考えていく中で，個での検討，グルー
プで意見交換しながらの気付き等の交流，最善を考え
ての対応策の作成と，学びを深め，意識を高めていく
流れができていたのではと考える。そしてそれは，「₁
　教育経営コースにおける危機管理能力の育成」の項
で挙げた関連する授業内容の積み重ねの上に成り立つ
ものであったことは言うまでもない。今後は，更に授
業の内容，質を高める工夫を続けるとともに，院生各
自がそれぞれのステージでこの学びをどのように形に
していくかを追跡調査する必要もあるかと考える。
おわりに
本教材は，筆者が実際に教頭として勤務していた中
学校において体験した事例を基に，架空の情報を織り
込んで作成したものである。
児童・生徒が伸び伸びと活動し，楽しく学び，自己
実現を図っていく，そのためには何よりも子供たちが
安心・安全に過ごすことのできる学校でなければなら
ないことははじめに述べた。児童・生徒の安全確保，「子
供たちの命を守る」という何よりも大切にすべき教員
としての使命，その思いから，ミドルリーダーの力量
向上の学びの中で是非にも伝えていかねばと考え，事
例の教材化に踏み切った。
教頭として，出張からの帰途に学校における緊急事
態発生の報に接したとき，町教育委員会へ連絡してそ
の指示を仰ぐよう主幹教諭に伝えることができたのに
は，明確な理由があった。それは，県外出張中の校長
が，事前に町教育委員会に提出していた書類の存在を
把握していたからであった。町教育委員会の「町立学
校の管理に関する規則　第30条　出張に関する事項」
には，『職員の出張は，校長が命ずる。ただし，校長
が町の区域外に₃日以上にわたって出張しようとする
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ときは，あらかじめ教育委員会の承認を受けなければ
ならない。』と記されており，この規則に則って校長
は事前にその届出を行っていた。当たり前の手続では
あるが，それを校長がきちんと行っていたこと，そし
てそのことを教頭である私に伝えていたことが，今に
して思えば大事なポイントであったと思う。「校長が
留守の間に何か事が生じた場合には，全てを教育委員
会（教育長）に任せ，その判断に委ねる」ことをこの
手続は意味しているのだということを，校長から事前
に知らされていたため，躊躇することなく町教育委員
会への連絡を指示できたのである。なお，当該教育長
は優れた教育者であり，この中学校の校長勤務を最後
に退職して間もないということもあり，教職員から厚
く信頼されている人物であった。
この事例では，細かな課題はあったものの，職員の
動きは非常にすばらしかった。倒れた生徒への処置，
現場における他の生徒への対応，救急車進入路の確保
と誘導，全校生徒の速やかな下校判断と指導…。もち
ろん，連絡直後に来校して的確な指示で職員をまとめ
た町教育委員会教育長の存在は大きかったのだが，当
日，消防署による普通救命講習会が₂学年対象に行わ
れていたことも大きかった。校長の防災教育に関する，
「公助」「自助」「共助」をしっかりと考えさせていく
という方針の下，前年度から₂学年において普通救命
講習を受講させる取組が実施されていた。たまたまこ
の日がその講習会実施日で，₂学年生徒はもちろんの
こと，学年担当職員も全員この講習を受講していた。
その事が，結果として，緊急事態発生時の速やかな救
急通報，AED 準備，心肺蘇生（人工呼吸と胸骨圧迫）
実施等の対応につながったのだと思う。救急救命セン
ターに搬送された後，センターの医師から「病院にお
ける処置にいたるまで，ほとんどタイムラグのない，
これ以上ないほどの救命処置が行われてきており，と
ても運のいいお子さんである。」との言葉をいただい
たことが，それを証明している。
しかし，結局，子どもの命は救えなかった。
本事例は，厳密には学校事故ではない。後に町教
育委員会に提出したのも，事故報告書ではなく，「学
校における生徒の心室細動発作発生に関する対応の記
録」である。だが，ここで大事にしたいことは，学校
における児童・生徒の命に関わる緊急事態発生に際し
て，刻々と変化する事態の動きの中で教師集団がどう
動き，組織がどう機能していくのかに，子どもの命を
守れるかどうかがかかっていることは紛れもない事実
であるということである。
クライシスマネジメントを考えるとき，突発的な事
態発生に落ち着いて対応していくことはもちろん大事
なことだが，実は日頃から「押さえるべき事はしっか
りと行っていく」姿勢があってこそなのだと，強く実
感している。そのような意味において，今後の教職大
学院の学びに期待することは大きい。学校現場におい
て教職員は，様々な課題に直面しながら必死に走り続
けている。日々の実践を通して培ってきた力，様々な
研修を通して身に付けた知識や技能，それらを駆使し
て児童・生徒の教育に取り組んでいる。そのような中，
教職大学院での学びにおいては，一つ一つの取組をそ
の意味付けから再度じっくりと見詰め直し，学校経営
に積極的に参画していこうとするミドルリーダーとし
ての自覚を育んでいってほしいと願う。教職大学院で
の学びの成果が，多くの学校現場に修了生の力量発揮
という形で広がっていくことが，多くの子供たちが自
己実現に向けて安心して楽しく学ぶことにつながるこ
とを，大いに期待したい。
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